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秋 に咲 くギン リヨウソウモ ドキ

松 次

昨年5月21日 、 札幌 に隣接 した広島町大曲の

あ りふれ た雑木林 に一歩入 った とき、 目にっ い

たのが興味あ るこの植物であ る。 アキ ノギ ンリ

ヨウソウの別名があ るように、ギ ン リヨウソゥ

と違 い秋咲 きなの に、春た けなわの この時期 に

それ と分 ったのは、果茎は枯死 後 も残存 す る特

性があ るためで、 目前にそれが2本 つ っ立 って

いた。その後7月 下旬、今度 は市内白石区厚別

南緑地 にもこれがあ ることを知 った。 そ こで今

後 はここを観 察地 とす ることと した。

まず花を 見るためたずねたのは9月5日 、す

で に新 しい茎が6本 、地上10cmほ ど に伸 び ヒり

キセ ル状の花 が咲 き始めていた。 ところが 、そ

こか ら20mほ どの所 の長さ60cmば か りの長 方形

の中に、なんと49本 も族生 して いて び っくりし

た。 しか しここには前年度 の枯れ た果茎 は見当

らなか った。1か 月後 の10月5日 、新果茎 を撮

る楽 しみを胸 に再訪 したのであるが 、それ は完

全に裏切 られ、そこには何 んの痕跡 もな く、 た

だ枯れた木 の葉が 散 らば っていた。1本 も結実

で きなか ったのだ ろ うか。 どう も解せ ない。今

年 うま く芽を出 して くれれば、 よ りしげ く足を

は こびたい。

葉緑 素を持 たな いこの仲間 は、共生す るキ ノ

コや カビか ら栄養分 を もらって いるとの ことで

あ るが、詳細 は不 明 とい う。 なお本種 は函館 、

恵山、厚沢部、虻 田それに室蘭 に もある。

水陸両生 のエゾノ ミズタデ

札幌で初 めて 出会 ったの は、 茨戸福 寿園前の

畑の中を走 る舗装道路 を少 し東へ行 った所の、

の り面で、ち ょうど花 どきであ った。60年8月

22日 である。エゾノキツネアザ ミ、オオ ヨモギ、

オオア ワダチ ソウそれ に ヨシなど大形植物 との

混生で競合 の結 果によるのか、 エゾノ ミズ タデ

は草 丈100～130cmに も 達 して い た。 ただ花 穂

は貧弱 で長 さ1.5～2.Ocm、 水 中型の 約半 分 に

すぎなか った。 バイ クのLか ら一 見 してす ぐそ

れ と分 ったのは、 か って白老町竹浦 の沼 で この

水陸両型 に親 しく接 していたためである。

その後この陸上型は茨戸湖畔のヤナギ類の林 、

JR発 寒駅近 くの軌道沿、野幌森林公園 それ に

東米里 にもあ ることを知 った。一方水中型は、

東米里の排水溝のた まり水の中 に花をつけた1

株 をみた にすぎにない。昨年夏の ことであ る。

以上の ことか ら、昔各地 にあ った湿地帯には

広 くエゾノ ミズタデが繁茂 していた ことが うか

がわれ る。それに して も大 きな環境の変化に臨

機 応変 し生活できる とは、い ったい どうな って

い るのであろ うか。

国道36号 線沿の羊丘 に咲 くハ マヒル ガオ

61年8月 の ことである。36号 線南側の り面は、

オーチ ャー ドに占領 されていたが、その中のハ

マ ヒルガオは花が華 やかなので容易に目につい

た。 その生育範囲 は長 さ1!m、 上 ドの巾2mほ

どであ った。夏季 には少 な くとも1回 は草刈が

行われているのに昨年 も元気 に花 をつけていた。

これはいっの ことか知 らないが 、道路工事 にと

もなう 圭:または張 り芝の 巾の根が種rに 由来す

る もの と思われ る。本種 は海浜植物 であるだけ

に今後はどうなるのか経過を見守 ってゆきたい。

同 じよ うな例が外 に もあ る。 まずウ ラジロ タ

デであ る。豊 平区西岡2条12:「 目 の車道沿 に、

茎 の数 で これが約100本 あ り草丈100cm前 後 、

6月 一ド旬 に花期 とな る。本種 は苫小牧 を巾心 に

千歳か ら門別や白老 にか けてふ つ うにある もの

で、や は り ヒ記の理由 によるので あろ う。 また

真駒内柏丘の造成宅地の斜面 にサワ ヒヨ ドリ、

カセ ンソウ、 ナガボノ シロワレモコウ、ホザキ

シモツケそれ に ヒメシダなどが生 育 して いる所

が ある。 これ らもあの あた りには本来あ り得 な

い種類で ある。

ところで本件は、 フ ロラ作成 の場 合、考慮 す

べ き古 くして新 しい課題 といえよ う。大渡忠 太

郎 は 「ヒ手の フロ ラ」(植 物学雑誌1897一 明 治

30年10月)の 中で次の よ うに書いている。L手

といえば人工的の もの 、運輸 の便が 開けるにつ

れ、遠方 よ り運んで きた土 の中に混 入 している

根株が種fに より、その付近の フロラと全 く異 っ

た ものが生 じて も怪 しむに足 らない。5-10年

もすればそこに適応 し、近傍へ侵 入する ことと

なろ う(以F東 京の実例 略)。
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